


まえがき

本書は著者が韓国語能力試験6級合格からハングル能力検定試験1級

合格までの約5～6年の間にかけて学んできた韓国語を凝縮した内容

になっている。とは言っても必ずしも上級者向けの教材というわけで

はない。韓国語の基本が分かれば、誰でも気軽に読み進めて行けるよ

うな、取っ付きやすい内容である。

読者の中にはもちろん知っている語彙や表現も多いだろうし、また知

らない表現も出てくるかとは思うが、本書は気軽に拾い読みをして

も、また真剣に熟読しても韓国語の表現力を養えるように編集したも

のである。

語彙力や表現力を身に付けることで、読解・聴解はもちろんのこと会

話力、つまりコミュニケーション能力も格段にアップする。延いては

それがそのまま韓国語の各種試験対策にも繋がる。それこそがまさに

著者が辿ってきた道である。

本書を活用することで、読者の皆様の韓国語が今まで以上に豊かにな

~ 1 ~



り、また本書で得た韓国語を糧とし、今後も更に成長することを願っ

てやまない。
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本書について

本書を編集するにあたり、非常に難しかった点が2点ある。それは韓

国人により｢この見出し語を使用する、使用しない｣には個人差がある

ことと、韓国にはないものをどう韓国語で表現すればいいのかという

ことである。

まず見出し語については、筆者がEBS中級日本語を中心に、実際に韓

国人が書いた教材の中で目にして来た表現を幅広く取り入れている。

もちろんそうした教材の編集者は韓国人ネイティブであり、学歴や日

本語力も相当高いものを持っている。ただそうは言っても、他の複数

のネイティブに見出し語・例文をチェックしてもらうと、｢使用する、

使用しない｣、あるいは｢このままで良い、こう訂正した方が良い｣に

かなり個人差が出てくる。これに関しては、①元来の教材作成者を優

先、②複数が｢使用しない｣としても｢使用する｣の意見の方が多い場

合、あるいは実際にNaver(韓国の主要検索サイト)などで検索しても、

問題なく社会的に使用されていると判断したものは、そのまま見出し

語として載せてある。

また韓国にないものを日本の視点から韓国語で表現するということ

も非常に難しい。例えば｢厚生労働省｣は直訳すると｢후생노동성｣であ

るが、韓国のそれに該当するものは｢보건복지부｣と言う。このような

場合は、日本側の観点から、そのまま｢후생노동성｣としてある。日本

に多少関心を持っている韓国人であれば通じるだろうが、仮に通じな

い場合は、その直後｢한국으로 치면 보건복지부에 해당합니다｣など

の文を捕捉しなくてはならない。このようなケース以外にも例えば、
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日本で言う江戸時代の｢寺小屋｣は韓国にはなかったことから、それに

最も近い｢서당｣を当てはめるか、あるいは一語で表現するのをあきら

め、それに対する説明的な翻訳が必要になってくる。

言葉でその状況を描写する表現はいくらでもある。個人個人が豊かな

語彙と表現を用い、いかに自分の言いたいことに近付けるか。そのた

めにはたとえ韓国にはないものでも、日本にある以上、それをどうに

かして韓国語で説明しなくてはいけないのである。したがって韓国人

相手に韓国語を話すということは、ある意味日本の文化や社会をいか

に韓国語で表現して紹介するかということが求められるわけである。

以上の点を先に断っておくと共に、本書を各種試験対策や韓国語での

コミュニケーションアップに是非とも有効活用していただきたい。
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一合目
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1. 合鍵・・・여벌의 열쇠

여벌의 열쇠까지 잃어버려서 결국 집에 들어가지 못했다.

(合鍵までなくしてしまい結局家に入れなかった)

2. 赤い顔(酒を飲んで)・・・취기 오른 얼굴

취기 오른 얼굴은 마치 삶은 문어처럼 보인다.

(酒に酔った顔はまるでゆでだこのようだ)

3. あがく・・・몸부림치다

몸부림치지 말고 깨끗이 포기하면 어때요?

(あがかずに潔くあきらめたらどうですか？)

4. 赤ずきんちゃん・・・빨간 두건 소녀

빨간 두건 소녀는 어느 나라에서도 재미있게 읽히는 책이다.

(「赤ずきんちゃん」はどの国でも面白く読まれている本だ)

5. あくせくする・・・아득바득하다

나는 아득바득하게 사는 것보다 편하게 살고 싶다.

(あくせくして生きるよりも楽に生きたい)

6. 悪態をつく・・・욕지거리하다

경기에 지고 욕지거리하는 선수들을 보면 팀워크란 것이 어딘가에

사라져 버린 것 같다. (試合に負けて悪態をついている選手たちを

見ると、チームワークというものがどこかに消えてしまったようだ)

7. 揚げ足を取る・・말꼬리를 잡고 늘어지다

말꼬리를 잡고 늘어지지 말고 본론을 잘 이해해라.

(揚げ足を取らずに本論を理解しろ)
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8. 揚げ玉・・・튀김 부스러기

튀김 부스러기를 메밀국수안에 넣고 먹었다.

(揚げ玉をそばの中に入れて食べた)

9. 明け渡す・・・내주다

10년동안 계속 지켜온 가게를 남에게 내주게 되었다.

(10年間守ってきた店を他人に明け渡すことになった)

10. 麻・・・삼베

그 공장에서는 삼베를 짜기 위한 베틀을 보유하고 있다.

(その工場では麻を織るための織機を保有している)

11. 浅い眠り・・・ 선잠

선잠을 깨면 왠지 머리가 무거운 느낌이 든다.

(浅い眠りから覚めると何となく頭が重い気がする)

12. 朝っぱら・・・꼭두새벽

꼭두새벽부터 도대체 무엇을 하고 있는 거야!

(朝っぱらから一体何してるんだよ!)

13. あさり・・・바지락

바지락에는 단백질과 아미노산이 풍부하게 함유되어 있다.

(あさりにはタンパク質とアミノ酸がふんだんに含まれている)

14. 足かせ・・・족쇄

역사인식이 양국간 교류의 족쇄가 되면 안된다.

(歴史認識が両国間の足かせになってはならない)
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15. 足台・・・발판, 디딤판

발판 위에 올라서도 손이 닿지 않았다.

(足台の上に上っても手が届かなかった)

디딤판을 이용해 눈높이를 맞춰 주시기 바랍니다.

(足台を使って目の高さを合わせてください)

16. 足がつる・・・다리에 쥐가 나다

수영하고 있었는데 갑자기 다리에 쥐가 났다.

(泳いでいたら突然足がつった)

17. アジサイ・・・수국

이슬에 젖어 있는 수국은 환상적으로 보인다.

(露に濡れたアジサイは幻想的に見える)

18. 足を洗う・・・ 손을 씻다

깡패로부터 손을 씻고 앞으로는 반듯하게 살아가고 싶다.

(やくざから足を洗い、これからはまっとうに生きていきたい)

19. 足を組む・・다리를 꼬다

다리를 꼬지 말고 올바른 자세로 남의 이야기를 들어야지.

(足を組まずにきちんとした姿勢で人の話をきかなきゃ)

20. 味をしめる・・・맛을 들이다, 재미를 붙이다

게임은 중독성이 있으며, 한번 맛을 들이면 빠져들 수밖에 없다.

(ゲームは中毒性があり、一度味をしめるとはまってしまうしかなく

なる)

낚시에 재미를 붙이면 쉽게 그만둘 수가 없다.
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(釣りに味をしめると簡単にはやめられない)

21. 足を伸ばす・・・발길을 뻗치다

모처럼 여기까지 왔으니까 좀 더 멀리까지 발길을 뻗치자.

(せっかくここまで来たからもう少し足を伸ばそう)

22. 足を引っ張る・・・걸림돌이 되다

인생의 걸림돌이 될 것은 전부 다 제거해야겠다.

(人生の足を引っ張るようなものは全て排除しなくてはいけない)

23. 足を踏み入れる・・・발을 들여놓다

전인미답의 땅에 드디어 발을 들여놓았다.

(前人未到の地へついに足を踏み入れた)

24. 汗が噴き出た・・・땀이 솟았다

살을 에는 듯한 추위에도 그의 몸에서는 땀이 솟았다

(身をえぐるような寒さにも関わらず、彼の体からは汗が噴き出た)

25. 暖かさ・・・온기

손의 온기가 전해져와서 나도 모르게 따뜻한 마음이 되었다.

(手のぬくもりが伝わってきて、私も知らず知らずのうちに暖かい気

持ちになった)

26. 頭がくらくらする・・・머리가 어찔어찔하다

일사병에서 회복했지만 아직도 머리가 어찔어찔하다.

(日射病から回復したものの未だに頭がくらくらする)

27. 頭がボサボサだ・・・머리가 푸석푸석하다


